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重要取組シート 

取組項目 多様な手法を活用した待機児童解消に向けた取組 

現状・課題 

【現状】 

・令和3年4月 1日現在の待機児童数は、過去最少の0人（前年度比11人減）、

保留児童数679人。 

・就学前児童数は年々減少しており、新型コロナウイルスの影響を考慮する必要は

あるが、保育ニーズも一定落ち着きつつある。 

・令和2年度は、幼保連携型認定こども園の創設6か所、分園の創設2か所、小規

模保育事業の創設5か所、私立幼稚園からの移行1か所、企業主導型保育事業の

創設1か所、既存施設の増改築等が2か所により、合計950人の受け入れ枠増

を実施した。 

【課題】 

・適当な用地や物件を確保できない等の理由により、募集をしても応募がないケー

スが多く発生している。 

・低年齢児の保育ニーズに対応するため、保育所分園や小規模保育事業の整備を拡

充する中で、それら施設の卒園児（3歳児）の受け入れ枠を確保する必要がある。 

・地域における保育ニーズと受け入れ枠のミスマッチが発生している。 

取 組 の 

内  容 

・着実な受け皿整備のための仕組みの構築。（募集定員に幅を持たせるなど） 

・市有地等の公有財産の積極的な活用による整備の推進。 

・建設予定の大規模マンション内に、当該マンション住民が優先入所できる保育施

設の設置を要請するための条例（堺市大規模マンション建設における保育施設の

整備に係る事前協議に関する条例（以下「マンション条例」という。））を制定。 

・全国初の認定となる国家戦略特区を活用した小規模保育事業所の整備による3歳

児以降の受け入れ枠の確保。 

・受け入れ枠に余裕のある施設に児童を送迎する、送迎保育ステーションを実施す

るためのバス購入費を補助。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 待機児童数の確定 

□ 【令和5年度開所】府有地活用による幼保連携型認定こども園の公募 

□ 【令和4年度開所】小規模保育事業の公募 

□ 【令和4年度開所】特区小規模保育事業の公募 

□ 認定こども園・幼稚園等に対する整備意向の調査 

□ 幼保連携型認定こども園等認可審査部会の実施 

□ マンション条例に係るパブリックコメント 

中期 

（～11月） 

□ 認定こども園・小規模保育・特区小規模事業の再公募（前期公募が不調となっ

た場合） 

□ 幼保連携型認定こども園等認可審査部会の実施（前期公募が不調となった場合） 

□ マンション条例の議会上程 

後期 

（～3月） 

□ 認定こども園、分園、小規模保育事業所、特区小規模保育事業所の竣工 

□ マンション条例の施行 

□ 送迎保育ステーションを実施するためのバス購入 

次年度 

以降 

□ 待機児童解消とその継続に向け、引き続き必要な供給体制の確保に努めていく。 

子ども青少年局 

子育て支援部 待機児童対策室 
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進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ 【令和4年度開所】小規模保育事業の公募（4月） 

□ 【令和4年度開所】特区小規模保育事業の公募（4月） 

□ 【令和5年度開所】府有地活用による幼保連携型認定こども園の公募（4月、

7月（再公募）） 

□ 待機児童数の確定（5月） 

□ 幼保連携型認定こども園等認可審査部会の実施（6月） 

□ マンション条例に係るパブリックコメント（6月） 

中期 

（～11月） 

□ 【令和4年度開所】特区小規模事業の再公募（8月） 

□ マンション条例の議会上程（8月） 

□ 認定こども園・幼稚園等に対する整備意向の調査（9月） 

□ 幼保連携型認定こども園等認可審査部会の実施（10月） 

後期 

（～3月） 

□ 【令和 5 年度開所】府有地活用による幼保連携型認定こども園の公募（12 月

（再公募）） 

□ 【令和5年度開所】民有地活用による幼保連携型認定こども園の公募（12月） 

□ マンション条例の施行（1月） 

□ 送迎保育ステーションを実施するためのバス購入（3月） 

□ 幼保連携型認定こども園等認可審査部会の実施（3月） 

□ 認定こども園、保育所、小規模保育事業所、特区小規模保育事業所の竣工（3月） 
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該当する 

施策 
3―（1）妊娠から学齢期まで切れめのない子育て支援の充実 

寄与する 

KPI 
保育所等待機児童数［現状値：11人（2020年度）］ 

目標値（2025年度） 
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